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保育において保育者（幼稚園教諭・保育士・保育教諭をいう）は，子どもを理解し，健全

な発達を促すために援助する重要な役割をもっている。「保育の心理学」を学ぶ意義

は，保育者として，子どもの理解と援助の在り方を考える基礎を理解することにある。

この「保育の心理学」は，厚生労働省が示した保育士養成課程の科目の一つであ

る。この科目の学習内容には，「発達を捉える視点（発達理解，発達と環境，発達理論）」

「子どもの学びと保育（乳幼児期の学びに関わる理論，学びの過程と特性・学びを支える保

育）」「子どもの発達過程（社会情動的発達，身体的機能と運動機能の発達，認知の発達，認

知の発達）」があげられている。

本書は，こうした学習内容を踏まえ，身体，認知・認識，自我，社会という観点か

ら，身体的存在から認知・認識の芽生え→自己存在の発見から自我の芽生え→そうし

た過程で形成される社会的関係性という流れ（もっともこの過程は一方向ではなく渦巻現

象であるが）を意識しながら，年齢に応じた発達変化と発達の各側面の発達的変化が，

同時に理解できるように編成した。

第 1 章と第 2 章では発達論，第 3 章と第 4 章では学びの理論と保育，第 5 章から第

12章では各年齢の発達特性と身体，自我，社会的関係，認知・認識・言語の発達につ

いて，理論をまとめた。第 5 章から第12章では，各章の 1 節を読むと年齢別の発達特

性が， 2 節を読むと身体と認知・認識の発達が， 3 節を読むと自我と社会性の発達が

わかるように意識した。また，全章末にはコラムを設け，各章の心理学的内容と保育

との関連を理解するために，子どもの発達と保育のつながりを示した。コラムを通し

て読むと，幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要

領に示されている保育の目的・方法・内容の概要を知ることができるようになってい

る。さらに，事前学習と事後学習（文部科学省の規定では各 2 時間が必要）ができるよ

うに，ドリル形式の事前・事後学習ワークシートを作成した。事前学習ワークシート

では各章のキーワードを予習し，事後学習ワークシートでは各章での学びを保育と結

びつけて理解できるように内容を設定した。事前・事後学習ワークシートは建帛社の

ホームページからダウンロードできるようになっている。

本書が，保育者を目指す方々の指南書として，一役を担ってくれればと心より願っ

ている。

最後になったが，本書の出版にあたり，執筆にご協力くださった諸先生方に心より

感謝とお礼を申し上げたい。また，このような機会を与えてくださった建帛社様，原

稿を丁寧に精査して下さった黒田聖一氏に感謝の意を表したい。

2024年 3 月

編著者　寺見陽子

まえがき
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●各章の事前学習ワークシート，事後学習ワークシートは，ワードファイルと
して，建帛社ホームページ『コンパス 保育の心理学』書籍詳細ページの「関
連資料」に掲載されています。

建帛社ＨＰ　https://www.kenpakusha.co. jp/
上記にアクセスし，書籍検索にて『コンパス 保育の心理学』で検索，本書

書籍詳細ページ「関連資料」よりダウンロードできます。

●本書をご採用頂いた先生方へ
各章の事前学習ワークシート，事後学習ワークシートの解答例は，ご採用頂

いた先生方にのみ，配布しています。『コンパス 保育の心理学』書籍詳細ペー
ジにアクセス頂き，「採用者特典対象」よりお申込みください。
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2　子どもを理解し，その心に寄り添う保育者

1
　人格形成の基礎を培うために
環境を通して行う保育

幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領

には，乳幼児期は生涯にわたる人格形成の基礎を培う時期であることを踏ま

え，各就学前施設で実施する保育の目的・目標や方法，内容が示されている。

幼稚園は，「義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして幼児を保育し，

幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて，その心身の発達を助長す

る」（学校教育法第22条）ことを目的とし，「学校教育法に規定する目的及び目

標を達成するため，幼児期の特性を踏まえ，環境を通して行う」 1）こととされ

ている。また，保育所は，入所する子どもの最善の利益を考慮しつつ「保育を

必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行うことを目的と

する施設」（児童福祉法第39条）であり，「子どもが現在を最も良く生き，望ま

しい未来をつくり出す力の基礎を培う」 2）ことを目的に，「子どもの状況や発達

過程を踏まえ，保育所における環境を通して，養護及び教育を一体的に行うこ

と」を特性 2）としている。さらに，認定こども園は，就学前の子どもに関する

教育，保育を総合的に提供するため「乳幼児期全体を通して，その特性及び保

護者や地域の実態を踏まえ，環境を通して行う」 3）ことを基本としている。

このように，保育は，子どもの生涯にわたる人格形成の基礎を培うため，環

境を通して行うことを基本としている。

2　子どもを理解し，その心に寄り添う保育者
乳幼児期の子どもは未熟な存在である。しかし，その未熟さには成長への可

能性が秘められている。したがって，子どもの保育は，未熟な生命を養護する

1） 文部科学省『幼稚
園教育要領』（第 1 章 
第 1 ）2017．

2） 厚生労働省『保育
所保育指針』〔第 1 章 
1 〕2017．

3） 内閣府等『幼保連
携型認定こども園教
育･保育要領』（第 1 章 
第 1 ）2017.

序章 保育と心理学
─なぜ心理学を学ぶのか─



2

序章 保育と心理学

とともに，人格形成の基盤を形成するための教育的配慮が必要である。

乳幼児期の子どもは，自分が興味・関心をもった周りの環境に自ら働き掛

け，その関わりを通して新たな経験をして，新たな活動を展開する。そして，

自分の興味や関心が満たされた満足感や自分でできた喜び・達成感，もっとや

りたいという意欲をもって生活し，自ら発達していく。幼児教育の父といわれ

たフレーベル（Fröbel,  F. ,  1782-1852）は，これを子どもの「自己教育力」と表

現し，保育者を庭の園
えん

丁
てい

（庭師）に例えている。「環境を通して行う保育」とは，

保育者（幼稚園教諭・保育士・保育教諭をいう）が自ら環境に関わる子どもの意欲

を育て，その時期に必要な経験を積み重ねていくことができる環境を整え，そ

の環境と関わることによって子ども自らが発達していくことを促すことである。

保育者の関わりと援助のポイントを以下にまとめてみる。

①�　子どもが安心して過ごせるように信頼関係を築き，健康，安全で情緒の

安定した生活と自己発揮できるように援助する。

②�　子ども一人一人が，試行錯誤したり考えたりしながら，身近な環境に主

体的に関わり，それぞれの発達に応じた経験を意欲的にできるように，ま

た他の子どもたちと豊かな経験を積み重ねられるように環境を構成する。

保育者の責務・役割は，子どもの活動や遊びが豊かに展開されるよう環境を

工夫し，乳幼児期にふさわしい生活が保育の場で展開できるようにしていくこ

とである。

3
　子どもの保護者や地域の子育て家庭を
支援する保育者

園での子どもの生活は，家庭での養育と深く関連する。地域の人間関係が希

薄な上に，核家族が多い今日，子育て家庭が孤立し，周りから子育てのサポート

が得られない状況がみられる。そのために保護者の子育て不安が深刻化してい

る。また，近年，共働き家庭やひとり親家庭が増えてきており，家庭内でも必ずし

も子育てのサポートが得られるとは限らない。そうした中で，保護者の子育てへ

の不安や負担感が増大し，子育てへの困難を感じる保護者が増えてきている。保

護者の子育てへの不安は，子どもの発達に影響を及ぼすといわれている4）。

今日，子どもの保育とともに，保護者への子育て相談・助言と共に子育てを

考えるパートナーとしての保育者の役割がますます重要になってきている。ま

た，就学前施設は，地域と連携し，地域の子育て力の醸成とともに，地域の子

育て家庭への支援が重要な役割であろう。保護者の子育てへの意向や気持ちを

受け止め，保護者理解と援助の専門性が求められる。

4） ベネッセ教育総合
研究所「第 6 回 幼児
の生活アンケート レ
ポート」（第 2 章），2022.
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5　なぜ「保育の心理学」を学ぶのか

4　保育・子育ての専門家としての保育者
前記したように，保育者は，乳幼児期の子どもの育成とともに，保護者の家

庭養育への支援や地域の子育て家庭への支援をする任務がある。保育の専門性

を活かして，乳幼児一人一人の行動と内面を理解し，心の動きに沿って保育を

展開することによって心身の発達を促すよう援助するとともに，保護者の子育

てパートナーとして相談助言しながら支援していく。そのためには保育や対人

援助の専門家としての自覚と保育や相談助言に関する専門性を身に付ける必要

がある。

保育所保育指針解説には，保育者の専門性を次のように示している5）。

①�　これからの社会に求められる資質を踏まえながら，乳幼児期の子どもの

発達に関する専門的知識を基に子どもの育ちを見通し，一人一人の子ども

の発達を援助する知識及び技術。

②�　子どもの発達過程や意欲を踏まえ，子ども自らが生活していく力を細や

かに助ける生活援助の知識及び技術。

③�　保育所内外の空間や様々な設備，遊具，素材等の物的環境，自然環境や

人的環境を生かし，保育の環境を構成していく知識及び技術。

④�　子どもの経験や興味や関心に応じて，様々な遊びを豊かに展開していく

ための知識及び技術。

⑤�　子ども同士の関わりや子どもと保護者の関わりなどを見守り，その気持

ちに寄り添いながら適宜必要な援助をしていく関係構築の知識及び技術。

⑥�　保護者等への相談，助言に関する知識及び技術。

5　なぜ「保育の心理学」を学ぶのか
本書は，子どもの発達や内面の育ち，保護者の心理を理解するうえで必要と

なる理論的な知見・具体的事例で構成されている。保育は，全ての子どもの人

権とウェルビーイング＊1を保障するとともに，子どもの安心・安全・健康を確

保し，子どもの適切な育ちを促す環境づくりをしていくことが基本である。本

書を学ぶことを通して，今日の子どもの幸せと健全な発達を促すための理論と

保育実践の基礎知識，保育者としての資質と専門性を身に付けておくことが望

まれる。また，自分が保育者として子どもをどのようにとらえるか，どのよう

な保育者になり，どのような保育をするか，自己イメージを醸成することが期

待される。

5） 厚生労働省『保育
所保育指針解説』〔第
1 章 1  （ 1 ）〕2018．

＊ 1 　ウェルビーイング：
個人の権利や自己実現
が保障され，身体的，
精神的，社会的に良好
な状態にあることを意
味する概念（厚生労働
省）。
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コラム 子どもの人権と保育
「子どもは，だんだんと人間になるのではなく，すでに人間である。そう，人間なのであっ

て操り人形なのではない。彼らの理性に向かって話しかければ，我々のそれに応えることもで

きるし，心に向かって話しかければ，我々を感じとってもくれる。子どもは，その魂におい

て，我々がもっているところのあらゆる思考や感覚をもつ才能ある人間なのである」 ＊1〔コル

チャック（Korczak,  J. ,  1878-1942）〕

「子どもの権利条約」の父とも呼ばれるコルチャック先生は，ナチス・ドイツのホロコース

トの犠牲となりました。彼は特赦により命が助かる機会があったものの，共に助けられること

を許されなかった子どもたちとともにガス室に行くことを選びました。彼が遺した言葉には，

子どもの人権とは何かが明確に表されています。保育者を志す皆さんには，保育とは子どもの

人権を尊重する営みであることを心に刻んでほしいと思います。

子どもの権利条約は，1989（平成元）年に国際連合で採択され，日本では1994（平成 6 ）年に

批准されました。子どもの権利条約の 4 つの原則は，「生命，生存および発達に対する権利（命

を守られ成長できること）」，「子どもの意見の尊重（意見を表明し参加できること）」，「子どもの最

善の利益（子どもにとって最もよいこと）」，「差別の禁止（差別のないこと）」です＊2。子どもの権

利は大きく 4 つに分類されており，「生きる権利」，「育つ権利」，「守られる権利」，「参加する

権利」があります＊2。子どもの権利条約には，国や社会が子どもの権利を守るために取り組む

べきことが示されており，私たち一人一人がより具体的に子どもの権利を守る行動を実践する

ことが求められています。保育所保育指針には，「入所する子どもの最善の利益を考慮し，そ

の福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場でなければならない」〔第 1 章 1  （ 1 ） 

ア〕と明記されています。また，「保育所は，子どもの人権に十分配慮するとともに，子ども

一人一人の人格を尊重して保育を行わなければならない」〔第 1 章 1  （ 5 ） ア〕とあります。保

育者は，子どもにとって保護者以外の最も身近な存在の大人です。起きている時間の大半を共

に過ごす存在の保育者が子どもの権利を理解し，その権利を守る最前線に立つ使命感をもって

いるからこそ，子どもは安心して周囲の環境と関わりながら発達することができるのです。

＊ 1 　塚本智広『コルチャックと「子どもの権利」の源流』子どもの未来社，2019，p.122．
＊ 2 　日本ユニセフ協会HP，子どもの権利を理解しよう 大切なポイント．


